
  

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は東山植物園ゆかりの植物の紹介と、植物園

がどのような環境学習を行っているか、どのような

ことをみなさんにおすすめしたいかをお話します。 

 

 

東山植物園の植物たち 

 東山植物園では、7000 種類の植物を栽培・展示し

ています。植物は、タネの時期、花が咲く時期、紅

葉がきれいな時期など四季折々、姿が変わります。

今日は、この中からいくつかご紹介します。 

 

＊珍しいタネ 

これは、世界で一番重い、

大きいタネと言われていま

す。 “大きな実のヤシ”で

オオミヤシです。タネを二

つくっつけたような形をし

ているので、フタゴヤシと

呼ぶ人もいます。 

 

＊１００種類の桜 

 桜の回廊には、全国から集め

た 100 種類、1000 本の桜を展

示しています。東山植物園の桜

は、名城公園や鶴舞公園などの

桜の名所とは違い、3月中旬か

らゴールデンウィークま

での 1 ヶ月半の間、次々

と咲いています。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

＊食虫植物 

 動物に食べられるばかり

でなく、反対に動物を溶かし

てしまう植物もいます。ウツ

ボカヅラの仲間は、胃袋のよ

うな袋をもっていて、袋の中

に落ちた虫を溶かして栄養

にしてしまいます。袋の中はツルツルになっていて、

落ちた虫は這い上がることができません。植物園で

は、このような食虫植物を百数種類展示しています。

「そんなにたくさんの食虫植物に食べさせる虫を捕

まえる職員の方は大変ですね。」と言われたことがあ

りましたが、食虫植物も普通の植物と同じように根

から栄養を吸収し、光合成もします。虫は主食では

なく、時々袋の中に入った虫をおやつ程度に食べて

いるだけです。 

 

＊紅葉 

名古屋市内で最も紅葉がきれいなところは、おそ

らく植物園だと思います。周りが東山という山に囲

まれていて、空気がきれいで、朝晩適度に温度が下

がって、日当たりが良い。東山のようにきれいに紅

葉する条件は、名古屋市内には他に無いからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 東山動植物園 公開講座（要旨）                       

 

植物ってこんなにすごい！ 

東山植物園環境学習ノススメ 

講師 植物園長 伊藤 悟さん 

日時 平成２５年３月２０日 午後１時３０分～３時 

場所 植物会館研修室 



＊合掌づくりの家 

 合掌造りの家は、昭和 31 年に白川郷から移築さ

れました。合掌造りに使われている材料は、茅葺屋

根など、すべて植物からできています。マンサクの

つるは、屋根裏などの大事な部分の縛り紐として使

われています。良く締まってワイヤーよりはるかに

丈夫で長持ちします。 

このように植物は、衣食住すべてにおいて色々な

ところで活躍しています。合掌造りの家は、私たち

の暮らしがすべてにおいて植物のお世話になってい

ることを再認識することができるところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境学習のススメ 

 植物園では、①植物を見て楽しんでいただけるよ

うに植物を栽培すること、②楽しみながら植物につ

いて学んでもらうこと、③野生生物を守ること、④

植物に関する調査研究を行うこと、以上の 4つを行

っています。今回の「環境学習ノススメ」では、植

物園が現在行っている、いろいろな植物を使った楽

しみながら学べるメニューを紹介します。 

 

＊ボタニカルトーク 

毎週日曜日に植物園のスタッフが、「植物のちょっ

といいお話」をします。テーマは毎回変わります。 

 

 

 

 

 

 

＊子どもさくらハカセ 

 子どもさんに楽しん

でいただけるように昨

年考えたメニューです。

咲いている桜の下に、その桜の名前を書いたシール

を用意しておき、中学生以下の子どもさんに集めて

いただきます。ご家族の方と一緒に咲いている桜を

まわっていただく、大人気のメニューです。 

 

＊オニバスに乗ろう 

 パラグアイオニバスの葉っぱの上に乗っていた

だくメニューです。年齢制限はありませんが、体重

が 30kg までの方が対象です。睡蓮池で 8月上旬に行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ボランティアガイド 

 植物園には 190 人のガイドボランティアがおり、

無料で園内をご案内しています。その日一番きれい

に咲いている花や、変わった実がなっているところ

などをお客様の時間に合わせて説明します。 

 

＊体験学習 

 合掌造りの家を活用

して、藁草履を作ったり、

奥池の淵に作った田ん

ぼで古代米の田植えや

稲刈りの体験をしてい

ます。 

 

 

 

 

 



＊環境学習プログラム 

 小学生から高校生くらいのクラスやグループなど

団体の方を対象にしたプログラムを 20 種類ご用意

しています。 

 

●空飛ぶタネを飛ばそう 

タネは、植物にとって遠くへ移動する最大かつ唯

一のチャンスであるということを学んでいただくプ

ログラムです。動物は翼や足を使って、好きな場所

に動くことができますが、植物は一度すみついたら

動くことができません。動けるのはタネの時だけで

す。ですから、タネになって様々な方法で旅をしま

す。例えば風に乗って飛んだり、自分から弾けて飛

ぶタネもいますし、川や海を流れて遠くへ旅をする

タネもいます。タネの周りに鳥が大好きなエサをつ

けて、鳥に食べてもらい、遠くまで運ばれて糞と一

緒に蒔いてもらうタネもいます。植物のタネには

色々なタイプがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ドングリ博士になろう 

秋になると植物園では色々な種類のドングリを拾

うことができます。このプログラムは、実際にドン

グリを拾いに行って、そのドングリはどんな植物の

実なのかを調べ、分類して学習していただくプログ

ラムです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●絶滅危惧種と私たちの身近に起こっていること 

植物も動物もだんだん種類が減りつつあるといわ

れています。なぜ、生き物が絶滅するのか、生き物

が絶滅しないように、人間と一緒に長く暮らしてい

くために自分として何ができるのかを考えてもらう

中学生、高校生向けのプログラムです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物園の取り組み 

植物園にはいろいろな植物を展示しています。ま

ず興味のあるところから入って、楽しんでください。

そして、いろいろなことを体感して、そこで身に付

けた考えを行動に移していただきたいと思います。 

2014 年秋には、名古屋でＥＳＤ（持続可能な開発

のための教育）をテーマにしたユネスコの世界会議

が開催されます。ＥＳＤとは、 環境だけで終わらず

に、経済、社会全体をバランスよく考え、様々な課

題に身近なところから取り組むことによって、問題

解決につながる価値観や行動を生み出し、持続可能

な社会を作ることを目指す学習をいいます。その入

り口として東山植物園を活用していただけたらと思

います。 

 


